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発明の名称：含硫黄ポリマー及びこれを含む二次電池用

正極材料

利用・用途・応用分野

二次電池用正極材料、電気自動車等に用いる大型二次電池、硫黄正極材料に応用

目的・課題 解決ポイント

◆本発明の含硫黄ポリマーは、有機溶媒に可溶で、二次電池、とりわけ金属－硫黄二次
電池用の正極に適用すると、正極活物質である硫黄を含んだ正極材料として充放電に
おける容量や充電速度を向上させることができる。

◆本発明の二次電池の形状は制限されないため二次電池用正極は、本発明の含硫黄ポ
 リ マーを含む二次電池用正極材料を集電体に塗布等して担持させ作製できる。

リチウム硫黄電池はリチウムイオン電池
よりも高エネルギー密度な電池として

期待されているが、硫黄成分が電解液
に溶出すること、硫黄が絶縁性である
こと、リチウム価格が高いこと、Li負極界

面でサイクル寿命が短いことが課題とな
っている。

高濃度リチウムイオン電解液を用いらな
くても高い放電容量が得られる樹脂、

正極活物質、正極及び二次電池を提供
することを課題とする。

研究概要・アピールポイント

◆ お問合せ先 ◆ 

有限会社山口ティー・エル・オー TEL: 0836-22-9768  E-mail:tlojim@yamaguchi-u.ac.jp

◆式（Ｉ） Ｙは、単結合、－Ｏ－、－ＯＣＯ－、
－ＣＯ－、－ＣＯＯ－、－ＮＨＣＯ－又は
－ＣＯＮＨ－。
Ｘは、１以上の正の整数を表し 、各単位
中のＸは異なっていてよい。
Ｚは、Ｃ１～５アルキル基、ヒドロキシ基、
エステル基又はエーテル基。
ｎは０～２０のいずれかの整数を表し、
ｍは０又は１で表される繰り返し単位を有
する含硫黄ポリマー。

◆本発明の二次電池は、含硫黄ポリマーを
備える二次電池用正極、負極及び電解質 
層を特徴とする。負極は、金属負極を挙
げることができ、電解質層を形成する材料
は、電解液でも固体電解質でもよい。
電解液は、溶媒に上記で挙げた電解質を
溶解 したものを挙げることができる。
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